
は他社も続いて参入しており、IDCジャパ

ンの予測によれば、市場規模は2007年で

320億円、12年には738億円になると

している。

PaaS（プラットフォーム・アズ・ア・

サービス）は、自社の持つプラットフォー

ムをネット経由で提供するサービスで、利

用者は必要に応じて、それらのプラットフ

ォームにアクセスしてその機能を利用でき

る。検索サイトを運営しているグーグルは、

検索エンジンのために開発したインフラを

ベースにプラットフォームを提供しており、

利用者は自ら検索エンジンを持たなくても、

ネット経由でグーグルのデータセンターに

あるサーバ群に接続して、データ検索処理

をすることができる。また、グーグルはメ

ールサービスや文書作成、表計算など、従

来マイクロソフトがソフトパッケージで提

供している業務処理をネット経由で提供

するサービスを行っており、わが国でも

大規模なソフト会社が導入するなど、利

用者が増加している。

HaaS（ハードウェア・アズ・ア・サー

ビス）は、サーバなどのハードリソースを

廉価で提供するサービスで、ソフトウェア

のベンチャーが、ハード資産を持たずに

HaaSを用いて廉価でソフト開発をするこ

とができる。通信販売で有名なアマゾンは、

自ら開発した仮想技術を用い、１台単位で

仮想サーバを提供しており、利用者は、稼

働させたいアプリケーションソフトを含む

イメージファイルを作成してアップロード

し、必要な台数の仮想サーバを起動して利

用することができる。例えば、米ニューヨ

ークタイムズ紙は1851年から1980年

までの新聞記事をスキャンしPDF化したフ

ァイルをアマゾンのセンターのWebサイ

ト上で検索可能な形態で公開している。

以上のように、クラウドコンピューティ

ングは、米国の先進的IT企業が中心になっ

てサービスを開始しているが、それを可能

にしたのは、ネットワークのブロードバン

ド化、数万台のサーバを収容できる巨大な

データセンター、サーバ仮想化技術の進展

によるところが大きい。

IBMやマイクロソフトも、クラウドコン

ピューティングへのシフトを進めている。

IBMは、2007年11月にブルー・クラウ

ドの名前でクラウドコンピューティングの

プラットフォームを提供する事業への参入

を表明しており、マイクロソフトも、

2008年10月にWindows Azureという

基盤技術を2009年までに商用化すること

を発表し、これを自社のデータセンターに

収容し、ソフトの配布やデータ保存を一括

管理することとしている。

しかし、クラウドコンピューティングに

ついては、問題点も指摘されている。企業

の各部門が勝手にこれらのサービスを使う

ことによって生ずるITガバナンスの混乱、

国をまたがることによるカントリーリスク、

代替のない危険性、セキュリティなどであ

る。こうした制約を勘案しつつ、自ずと適

用範囲が定まっていくのであろう。

ところで、わが国はこの流れにどう対応

すべきであろうか。クラウドコンピューテ

ィングは、以上に述べたとおり、規模の経

済を追求することによって可能なサービス

である。果たして、わが国はサービスの利

用者としてだけでなく提供者としても、ク

ラウドコンピューティングの発展に寄与で

きるのであろうか。

雲を掴むような話ではないが、最近、ク

ラウド（雲）コンピューティングという概

念が登場し注目を浴びている。クラウドコ

ンピューティングは、パソコンや携帯端末

など、ネットワークに接続する最低限の装

置を持つだけで、利用者はネットワークの

向こう側のデータセンターに設置されてい

るサーバ、ストレージ、プラットフォーム、

アプリケーションなどを用いて自由にサービ

スを利用できる形態をいう。一般的に、コン

ピュータシステムのイメージ図を描くとき、

インターネットなどのネットワークを雲のよ

うな形で書くことが多いが、2006年8月

9日に、グーグルのエリック・シュミット

CEOが、その形からクラウドコンピューテ

ィングと表現したのが最初といわれている。

それでは、クラウドコンピューティング

にはどのような種類があるのであろうか。

現在、市場で展開されているサービスを分

類すると、次の3つに大別されると言われ

ている。すなわち、アプリケーションを提

供するSaaS、プラットフォームを提供す

るPaaS、ハードウェア資源を提供する

HaaSの3種である。

SaaS（ソフトウェア・アズ・ア・サー

ビス）は、ネット経由で企業にデータセン

ターにあるサーバ内の業務システムをまる

ごと提供するサービスで、利用者はサーバ

を購入し管理することやソフト開発の必要

がないため、コストを低減でき、早急にサ

ービスを開始できるメリットがある。わが

国でも、この分野の先駆者ともいえる米セ

ールスフォース・ドットコム社のSaaS方

式を、日本郵政が2007年10月の発足に

合わせて顧客情報管理に導入し、SaaSが

急速に普及するきっかけとなった。SaaS

クラウドコンピューティング時代は到来するか
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